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Ⅰ．目的

特別支援学校教育要領・学習指導要領解説自立活動編

(2018)では，自立活動における中心的な課題を導き出す段階

において，本人が実現したい願いの視点が重要視されている。

また，岡山大学教育学部附属特別支援学校(2017)は，教師が

感じている困難ではなく，子ども本人の抱える困難を重要視

した設計・指導を行い，その成果を報告している。本研究で

は，知的障害のある場面緘黙の生徒に対して，本人の実現し

たい願いに沿った自立活動の指導を行った 3 年間の結果を整

理・分析することにより，知的障害のある場面緘黙の生徒に

対する指導の在り方について検討する。 
Ⅱ．方法

１．対象：知的障害特別支援学校高等部男子生徒を対象とす

る。本生徒は，小学 年以降，家族以外の人と言葉でやりと

りをすることが困難となった。高等部入学時は，日常生活に

おける会話の内容は理解できていたが，言葉で表現すること

はできなかった。教師が提示した選択肢のいずれかを指差し

たり，教師の促しを受けて書字したりして伝えていたが，困

ったときや要求場面などでは自分から相手に伝えることが

できず，黙ってその場に留まっていることが多かった。なお，

対象生徒の保護者には，研究の目的や方法等を説明し，研究

参加への同意を得た。

２．指導期間： 年 月～ ＋ 年 月

３．設計：他学年の教師も含め，高等部 名の教師が収集し

た情報に基づいて話し合い，本人の願いを重視した，指導目

標及び具体的な指導内容を設定した 表 。

Ⅲ．結果と考察

名の教師による指導の記録等の情報を基に， 年間の指

導結果の概要を表に示す。

１．第１学年：教師や友達に書字やタブレット端末を使って

自分の意図を伝える姿が見られるようになった。友達や教師

とのやりとり自体を楽しむとことができ，自分の意図が伝わ

ることの喜びを実感すると共に，伝えることへの抵抗感が減

少していったと考えられる。

２．第２学年：自ら「話す練習をしたい」と言って教師と相

談しながら話す内容や場面，声の大きさなどを決め，練習に

取り組んだ。その結果，友達の質問への返答や，現場実習で

の報告や依頼を，簡単な言葉で伝える姿が見られるようにな

った。伝える相手やタイミングが分かると共に，発音の明瞭

さや声の大きさが改善されたことにより，実際に伝わる成功

経験を積み，伝えることへの自信が高まったと考えられる。

３．第３学年：伝わることの喜びと共に，伝えることの必要

性を実感し，相手に伝わる声の大きさで，自分から伝えよう

とする姿が見られるようになり，友達や教師と言葉でスムー

ズにやりとりをすることができるようになった。高等部 年

で，将来の生活が現実的なものとなり，就職したいという強

い希望をもっていた本生徒が，伝えることの必要性を実感し

たことが大きな要因と考えられる。 
Ⅴ．まとめ

本生徒は，話さないことで嫌な思いをしたくない，自分

の気持ちや考えを言葉で伝えたい，将来就労してバイクを

買うために話せるようになりたいという強い願いをもって

いた。それらの願いを踏まえて目標を設定するとともに，

本生徒と相談しながら学習内容を選定し，段階的な指導を

年間行ってきた。その過程において，困難さの改善・克服

に向けた主体的な取り組みにより，小学 年生以降，家族

以外の人と言葉でやりとりできなかった本生徒が，言葉を

使ったやりとりをし，満足感，達成感を味わう姿が見られ

るようになった。これらの本生徒の変容から，指導にあた

っては，特定の相手と何らかの方法でやりとりをし，その

良さや喜びを実感すること，表現するための強い動機づけ

の存在，場面やタイミング，相手や声の大きさ等の会話に

必要な内容を一つ一つ確認して指導すること，さらに実行

による成功体験を味わえるようにすることの重要性が示唆

された。

） 

表．指導目標・内容と指導の結果 
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